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1 は  し 力S き

従来,青森県においては,割れ粗の発生が特別問題視さ

れることはなかったが,1979年に極早生種のハマアサヒを

主体に,割れ靭の発生が全県的にみられ,それが品質低下

の一因となった。

そこで,割れ靭の発生要因,発生経過,並びに品質に及

ぼす影響について,調査を行ったので報告する。

2 材 料 及 び 方 法

(調査 1)割れ棟の発生要因

1979年 ,1980年の 2年間,移植時期が異なる(1979年 は

5月 20日 , 31日 , 6月 10日 , 30日 , 1980年 は, 5月 30日 ,

6月 10日 ,211日 )試験区のハマアサヒを用い,出穂日別の

靱長,登熟気温と割れ籾歩合との関係,割れ籾と正常靭の

靭殻重/玄米重比等を調査した。

(調査 2)割れ靭の発生経過及び品質に及ぼす影響

1979年に, 5月 20日 植のハマアサヒを用いて,割れ靭の

発生経過と刈取時期別の米粒構成について調査した。

調査 1・ 2と も,内外頴の釣合部分が裂開しているもの

は,その程度によらずすべて割れ籾とし,割れ靭歩合は稔

実糎に対する割れ級の比率で示した。

3 結 果及 び 考察

(調査 1)

1979年 ,1980年の出穂日別の籾長を1978年 (高温年 )の

値と比較した (図 1)。
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籾長の年次比較 (30粒ずつ ミクロスケール

1979年は, 7月後半から8月 中旬頃に出穂したものが,

また,1980年 は,出穂の遅いもの程,幼穂発育期間に低温

の影響を強く受け,靭長も短くなっている。

次に,登熟気温と割れ籾歩合との関係をみると(図 2)

両年とも,出穂期が早く登熟気温が高い程,割れ桝歩合が

高くなっている。また,同一株内における割れ籾と正常靭

の重量分布を比較すると(図略 ),割れ籾は正常籾に比べ

て変異輻が小さく,籾重の小さいものでは割れ靭は発生し

ない。

また,特定の日に出穂した穂を用いて,割れ靱と正常靱

の桝長,叔殻重,玄米重を調査した (表 1)。

その結果,割れ靭は正常籾に比べて籾長がやや短く,靭

殻が小さい割に,玄米の充実がよい傾向を示した。すなわ

ち,粗殻の大きさと玄米の肥大の相互関係を示す指標とし

て,靭殻重/玄米重比を比較すると,割れ籾で値が小さい。

従って,割れ籾は靭の受容能力以上に玄米が肥大したため

に生ずるものと考えられる。

以上のことから,割れ糎は,幼穂発育期間の気象条件が

不良で籾殻が小さく形成された後,登熱が良好な場合に,

前述した釈の受容能力以上に玄米が肥大する機会がふえて,

発生が多くなるものと考えられる。籾殻が通常の大きさよ

り小さく形成された場合でも,登熟不良の場合には,玄米
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図 2 登熱気温と割れ糎歩合との関係で測定 )
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表 1 正常靭と割れ籾の比較

年 次 区  分
均
長
の

平
靭
０

平均―個体重 (“ )

玄米重

左

数

同

指籾 重 ク来舌 匁殻重

1979

厳
鞭
正常漱 7 09 2572 2095 0228 (100)

2583 2108 0225

教
鞭
正常綱 2431 2000 0216 (100)

割れ掬 2424 2005 0209 968

1980

欺
鞭
正常籾 2590 2143 0 209 (100)

割れ籾 2458 2061 0 193 923

2次
技梗

正常籾 23 50 1949 0206 (100)

割れ籾 649 2277 1901 0198

注 1979～1980年 ,7月 29日 ‐31日 出穂′ヽマアサヒ100粒ずつ.
2反復調査 籾殻重=靭重―玄米重

の肥大が劣るため,籾の受容能力を凌駕することが少なく,

割れ籾の発生が少なくなるものと推定される。

(調査 2)

割れ籾の発生は,出穂後23日 後より観察され,出穂後日

数が短い段階では1次枝梗に多く発生し,出穂後日数が長

くなるにつれて 2次枝梗に多くなっている(図 3)。

出穂後日数 (日 )

図 3 割れ桝の発生経過 (197,, 5月 20日植
ハマアサヒ )

一穂中では, 1次より2次枝梗に,上部より下部枝梗に

多 く発生する傾向を示 した。これは, 1次校梗粒の方が玄

米の肥大が早いためであろうと考えられる。

次に,刈取時期別 (出穂後 30日 ,40日 ,50日 ,60日 )の

割れ籾と正常靭の米粒構成を調査した (図 4)。 割れ籾の

玄米には,背溝が茶褐色を呈した粒や,内外頴が裂開し玄

米が露出した部分が着色した粒 (以下形質不良粒と仮称 )

が多く見出され,ま た,茶米 (薄茶米を含む )の発生が多

く認められた。

割れ籾の玄米は,正常靭の玄米に比べ,出穂後の早い段

図 4 正常籾と割れ級の刈取時期別米粒構成 (1979年
5月 20日 植えハマアサヒ,粗玄米10,中の粒数%)

階では,粒の充実がよく整粒歩合が高い。しかし,出穂後

日数が長くなると,茶米や形質不良粒が増加し,そのため

整粒歩合が急速に減少し,品質低下が大きい。

これは,内外頴が裂開し,玄米がわずかながら露出して

いるために,環境条件の影響を受け易く,寄生菌等も侵入

繁殖し易いためであろうと思われる。

品種ハマアサヒを用い,割れ靭の発生要因,発生経過,

品質に及ぼす影響について調査した。

(1)割れ籾は,籾の受容能力以上に玄米が肥大したときに

発生し,幼穂発育期間の気象条件が不良で靱殻が小さく形

成された後,登熟条件が良好な場合に発生が多い。

②割れ糎は,出穂後23日 頃より見られ,は じめ 1次枝梗

に多く,その後 2次枝梗に多くなる。

に)割れ籾の玄米は,背溝が茶褐色を呈した粒や,部分的

に着色した粒,茶米の発生が多く認められる。出穂後日数

の経過とともに,これらの粒が急増することにより,品質
の低下が大きい。
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